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●　諏訪湖の治水事業の考え方の基礎
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諏訪湖への流入河川流域は、盆地低部の面積が少なく、また、源流域の山々が急峻であるため、その流れは下流域において非常に速い。流域面積が湖面積の５．４倍である琵琶湖に比べると、諏訪湖は湖面積の約４０倍とはるかに大きく、ひとたび大雨が降れば、一瞬で大量の水量が小さな諏訪湖に流れ込むことになります。

諏訪湖及びその流入河川の治水事業は、古くからは江戸天正年間まで遡ることができます。本格的な改修事業は昭和７年の洪水を契機に国営事業として着手され、流入河川の河道改修、湖岸堤整備、湖底浚渫に合わせ、昭和１１年には釜口水門（旧水門）が建造されました。この事業では、諏訪湖流入量３９０ｍ3／sに対し、釜口水門からの最大放流量を２００ｍ3／sとされました。

その後、昭和２５年、同３６年の大洪水によって、この計画の見直しが図られ、昭和４２年に諏訪湖流入量１，６００ｍ3／sに対し、釜口水門からの放流量を６００ｍ3／sとする新たな治水計画が立案されました。これに基づき、昭和４８年には天竜川水系工事実施基本計画が策定され、引き続き、昭和６３年には県が管理する横川川合流点より上流域を対象とした天竜川上流改良工事全体計画が策定されました。（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）





■　諏訪湖治水事業の考え方と基礎の参考文献

Ａ：　「諏訪湖治水の歴史」：長野県諏訪建設事務所
　　　　　　内容：諏訪湖治水史の記録

　　　　　　保管場所：諏訪建設事務所管理計画課・建設課

Ｂ：　「釜口水門工事誌」：長野県諏訪建設事務所
　　　　　　内容：釜口水門改修工事の概要

　　　　　　保管場所：諏訪建設事務所管理計画課、建設課

Ｃ：　「広域基幹河川改修事業河川整備計画資料作成委託　平成１２年１２月」：長野県諏訪建設事務所

　　　　　　内容：諏訪湖及び流入河川の治水計画についての再評価

　　　　　　保管場所：諏訪建設事務所管理計画課

４．諏訪湖の治水








計画流量配分図
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